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研究成果の概要（和文）：　20世紀初頭、大谷探検隊が新疆省ウイグル自治区より将来したウイグル語写本は、
約3000件を数える。そのうちの90%を占めるのが仏教関連のものである。羽田明・山田信夫（編）「大谷探検隊
将来ウイグル字資料目録」（『西域文化研究』四、1961年）はその基礎的な目録であるが、研究の進展にともな
い改訂が求められていた。申請者は、ドイツやロシアの関連機関に所蔵されるウイグル語仏典と大谷探検隊資料
を比較し、新たに約60件の断片の内容を特定することができた。その成果の一部は、個別の論文として発表して
いる。この度の成果は、より精密な目録を作成するための土台となるものである。今後、さらなる比較研究が求
められる。

研究成果の概要（英文）：  The fragments of old Uighur manuscripts brought back by the Otani 
expeditions amount about 3,000 items. 90% of them are Buddhist texts. The Catalogue of the 
manuscripts written in Old Uighur script brought back by the Otani expeditions was published by 
Haneda Akira and Yamada Nobuo in 1961. This is fundamental catalogue to study these fragments. 
However, along with the development of linguistic study of Old Uighur language and Budhist study, 
the catalogue is to be correct today. In this project, I, the applicant, visited several institutes 
in German and Russia where have the collection of Old Uighur from Turfan region. Comparing them with
 the fragments of the Otani expeditons, I could identify the content of about sixty fragments. I 
published a part of the fruits in the journals. This project can provide fundamental data for the 
cataloguing work.             
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１．研究開始当初の背景 
10～14 世紀に属する古ウイグル語（古代トル
コ語）写本は，日本のみならず，ドイツ，ロ
シア，イギリス，中国に所蔵されるており，
多機関に同種の資料が分割される状況とな
っている。そのような状況において研究上最
も求められるのが目録である。ところが古ウ
イグル語写本の目録化は，ドイツで体系的に
出版されている以外は，なお暫定的なものし
か提示されていない。大谷探検隊資料に関し
て言えば，羽田明・山田信夫（編）「大谷探
検隊将来ウイグル字資料目録」（『西域文化研
究第四 中央アジア古代語文献』法蔵館、
1961 年所収）がある（以下「ウイグル字資料
目録」と称す）。内容を特定できる分量をも
つ資料から優先的に研究され，これ以後，総
合的な研究は等閑に付されてきた経緯があ
る。一方，ドイツのベルリン=ブランデンブ
ルグ科学アカデミー・トルファン研究所は，
東洋文献目録化の一環として古ウイグル語
文献の内容ごとに分類した目録を現在まで
に 16 冊刊行しており，古ウイグル語の研究
に多大な貢献している。 
 
２．研究の目的 
20 世紀初頭，大谷探検隊がトルファン（中国
新疆省ウイグル自治区）および周辺地域より
将来した写本資料（約 1万点）は，当該地域
の仏教史，社会史を解明する上で第一級の資
料価値をもつ。このうち古ウイグル語写本断
片（2758 点）は，その内容から仏教，マニ教，
ネストリウス派キリスト教，世俗文書などに
分類される。ウイグル語写本全体の約 90％を
占めるのは，仏教関連の写本である。本研究
課題では，写本ごとの研究史とその後の新知
見を反映させたウイグル語写本の総合目録
を出版するためのデータベースの構築を目
的とする。 
 
３．研究の方法 
龍谷大学所蔵大谷探検隊将来資料の実見調
査を基本活動に据えて，データベースの構築
を行い，各写本に対する先行研究文献の収集
も行った。 
 また，より精度の高いデータベース作成を
目指す。そのために大谷探検隊将来の原文書
を実見調査を行った。 
 大谷探検隊将来資料との比較を行うべく，
ベルリン＝ブランデンブルグ科学アカデミ
ー・トルファン研究所とロシア科学アカデミ
ー東方文献研究所を訪問し，トルファン出土
古ウイグル語文献の原文書調査を通じて，さ
らなる大谷探検隊将来資料の特定につとめ
た。 
 
４．研究成果 
① まず基礎的な法量などの写本データに
ついては、すでに「ウイグル字資料目録」に
あるとはいえ、なお未計測の写本も残されて
おり、これらから優先的にデータを採取した。

併せてテキスト入力を行った。 
② 大谷探検隊将来ウイグル語仏典を扱っ
た研究書と論文を収集し、データベース化を
行った。 
 以上の作業により目録化の基礎データを
作成した。 
③ ①，②作業と同時並行的，継続的に行っ
たのが，本課題の最重要課題となる仏典の内
容比定である。ただし，大谷探検隊収集資料
はそのほとんどが零細な写本断片であり，
個々の資料そのものから内容を特定するこ
とは不可能に近い。そこで主としてドイツ，
ロシアに収蔵される古ウイグル語仏典資料
との比較が求められる。そこで 2015 年度に
はサンクトペテルブルク・東洋写本研究所、
2017 年度にはベルリン=ブランデンブルグ科
学アカデミー・トルファン研究所ならびにサ
ンクトペテルブルク・東洋写本研究所を訪問
し，古ウイグル語写本資料を閲覧し，大谷探
検隊将来資料と関連する写本を見出し，内容
を特定することが可能となった。これまでに
ウイグル語訳『金光明最勝王經』（Uig. Altun 
Yaruk Sudur）をはじめとする約 60 件の新た
に内容を特定しえた断片があるが，ここでは
既に論文として出版された例をいくつか紹
介しておくことにする。論文番号は以下に挙
げる「5.主な発表論文等」の番号に準ずる。 
 論文(2)，(8)．第三次大谷探検隊隊員・吉
川小一郎氏が撮影した古ウイグル語仏典写
本の写真は，すでに故百濟康義氏・小田壽典
氏によって實叉難陀訳『大方廣佛華厳經』（八
十巻本）であることが明らかにされている。
報告者は，これと同写本に属する断片 28 点
をサンクトペテルブルグ東方写本研究所所
蔵資料中から見出し，テキスト化を行ったも
のである。これにより写真資料からだけでは
分かりえなかった写本の法量や体裁があき
らかになっただけでなく，ウイグル語訳華厳
經が八十巻本と般若訳の四十巻本の合本で
あることが明らかとなった。 
 論文(7)．龍谷大学所蔵資料No.1098と1350
は接続して貝葉一葉を形成する。その書体と
言語特徴から判断して，10 世紀～11 世紀初
頭に属する古ウイグル語文献の中でも古層
に属する写本である。この写本が法相宗の第
三祖・智周が著した『大乗入道次第』である
ことを明らかにした。敦煌写本には曇曠が
『大乗入道次第』を注釈した『大乗入道次第
開決』が残っている。この写本一葉は，10 世
紀～11 世紀のトルファンと敦煌の仏教交流
を示す貴重な資料である。 
 以上の論文(7)と論文(8)は，報告者が編集
した図書(1)に収められている。他の内容を
特定しえた断片については，今後個別に論文
として発表していく予定である。 
 なお図書（1）には，研究協力者であるペ
ーター・ツィーメ氏によるManichaean Turkic 
Texts in the Otani Collections of the 
Library of Ryukoku University も収録して
いる。これは大谷探検隊将来の古ウイグル語



のマニ教写本断片の総合目録となっている。
全部で 43 点が比定される。これはマニ教の
みを扱うものではあるが，マニ教写本と仏教
写本との区別化を明らかにする上で，本研究
課題にとっても重要であり，来るべきウイグ
ル語写本総合目録にとっても大きな指標と
なる。ここに特記しておく次第である。 
 以上により当初の目標である「大谷探検隊
将来ウイグル語仏典目録」化のための基礎的
作業は完了することができた。しかし今なお
内容を特定できていない断片が相当数残さ
れており，個々の断片に対する研究を今後も
継続する必要がある。最終的な目録はそれを
俟って作成することになる。 
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